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このまちが好き幸手市　2022.11

11
月
9
日（
水
）
～
11
月
15
日（
火
）は
全
国
一
斉

秋
の
火
災
予
防
運
動

お
出
か
け
は 

マ
ス
ク
戸
締
り 

火
の
用
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

▼
住
宅
防
火「
命
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」

◎
４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の

　

そ
ば
を
は
な
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
清
掃
し
、
不

　

要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◎
６
つ
の
対
策　

①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使

　

用
す
る
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に

　

交
換
す
る
。

③
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方

　

法
を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域

　

ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

対象地区

午前

大字幸手、内国府間、千塚、円藤内、松石、高須賀、外国府間、
吉野、吉野 1丁目、神扇、平野、中野、長間、栄、香日向 1～
4 丁目、中 1 ～ 5 丁目、北 1 ～ 3 丁目、南 1 ～ 3 丁目、東 1 ～
5丁目、西 1・2丁目、緑台 1・2丁目、権現堂、中川崎、下川崎、
上高野、上高野 1丁目、神明内、天神島、天神島 1丁目、平須賀、
平須賀 1・2丁目

午後 惣新田、細野、西関宿、花島、中島、槙野地、戸島、戸島 1・
2丁目、上吉羽、木立、下宇和田、上宇和田、下吉羽

▼新型コロナウィルス感染予防対策
　会場に入る際には、検温、マスク
の着用・手指消毒にご協力をお願い
します。

農業所得収支内訳書

事前作成会

▼持ち物
　領収書、出荷伝票、筆記用具、電卓、固定資産税
額が分かるもの（納税通知書および課税資産明細書）
※持参資料に基づき、収支内訳書をご自身で作成
　していただきますので、事前に領収書などの計
　算をお願いします。

▼事前作成会日程
　令和 4 年中に農業収入がある人のうち、ご自身で農業所得収支
内訳書の作成が困難な人を対象に事前作成会を開催します。
　ご自身で作成が可能な人は、参加をご遠慮いただきますよう、
お願いします。
　開 催 日 ／ 12 月 20 日（火）
　午前の部 ／ 午前 9時～ 11 時
　午後の部 ／ 午後 1時 30 分～ 3時 30 分
　場 所 ／ ウェルス幸手 2階研修室
※対象地区以外の時間帯でも、参加することができます。

▼収支内訳書について
　収支内訳書は、所得申告の際に必要になります
ので、事前に作成しておいてください。
※収支内訳書および参考資料は、市役所税務課・
　ウェルス幸手・コミュニティセンターで配布し
　ています。

　

下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
、
汚
水
中

継
ポ
ン
プ
場
へ
の
異
物
流
入
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
や
排
水
設
備
が
詰
ま
っ

た
と
き
の
修
理
に
は
、
時
間
と
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
中
継

ポ
ン
プ
場
の
機
械
に
も
負
担
を
か
け
、

時
に
は
損
傷
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

よ
り
安
心
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
食
用
油
や
野
菜
く
ず

　

油
は
下
水
道
管
に
流
れ
込
む
と
冷

え
て
固
ま
り
、
詰
ま
り
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

②
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む

つ
、
脱
脂
綿
な
ど
は
水
に
溶
け
な
い

た
め
、
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
紙
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ
ム

な
ど
も
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

③
髪
の
毛

　

髪
の
毛
な
ど
糸
状
の
も
の
は
、
下

水
道
管
の
つ
な
ぎ
目
に
引
っ
掛
か
っ

た
り
、
ほ
か
の
汚
物
と
絡
ん
だ
り
し

て
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
排

水
口
に
目
皿
な
ど
を
お
い
て
、
髪
の

毛
が
流
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

④
雨
水

　

市
が
整
備
し
て
い
る
公
共
下
水
道

は「
分
流
式
」と
言
い
、
汚
水
の
み
を

処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
水
の
流
入
で
、
汚
水
が
逆
流
し
て

ト
イ
レ
な
ど
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
溢

れ
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
汚
水
マ
ス
の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る

　

場
合
は
、
早
急
に
修
理
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

・
配
管
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
至

　

急
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

・
故
意
に
雨
水
を
流
入
さ
せ
た
場
合
、

　

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公

共

下

水

道

に

早

期

接

続

を

　

10
月
末
日
現
在
、
市
街
化
区
域
面

積
の
約
68
・
０
％
（
約
３
９
０
・
39

ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
区
域
で
公
共
下
水

道
が
利
用
で
き
ま
す
。
今
後
も
生
活

環
境
改
善
の
た
め
、
公
共
下
水
道
の

整
備
・
促
進
に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
が
利

用
し
て
初
め
て
、
そ
の
機
能
と
効
力

を
発
揮
で
き
る
も
の
で
す
。

　

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域

内
に
建
物
を
所
有
し
、
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
人
は
、
接
続
換
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

悪

質

業

者

に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

市
内
で
宅
地
内
排
水
設
備
の
点

検
・
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
内
容
で
、
清
掃
な
ど
を
請
け

負
う
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

各
家
庭
の
排
水
設
備
の
点
検
・
清

掃
は
、
個
人
の
責
任
で
行
う
も
の
で

あ
り
、
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

下
水
道
課
☎（
47
）３
３
４

　

０
・
（
48
）０
１
２
０

公
共
下
水
道
に異

物
は
流
さ
な
い

わ
た
し
た
ち
の
、
豊
か
な
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
…

　

川
の
汚
れ
の
約
８
割
が
、
生
活
で
使
用
し
た
水
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
使
用
し
た
水
を
処
理
場
に
集
め
、
科
学
的
・
衛
生
的
に
処
理
し
、

き
れ
い
で
安
全
な
水
に
し
て
川
や
海
に
戻
す
の
が
下
水
道
の
役
目
で
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
調
査
に
つ
い
て

　

幸
手
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
消
防
職
員
が
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査

は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
な
ど
に
よ
る
簡
単
な
聞
取
り
方
式
と
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因

◆
コ
ン
ロ

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
出
火
原
因
で
多
い
の
は
コ
ン
ロ
で
す
。

コ
ン
ロ
の
使
用
中
に
そ
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消

す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲
に
は
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
た
ば
こ

　

寝
た
ば
こ
や
消
し
た
つ
も
り
の
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
、
灰
皿
に

は
水
を
入
れ
る
な
ど
の
対
応
、
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

◆
放
火
・
放
火
の
疑
い

　

放
火
を
予
防
・
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家
の
周
囲
に
燃
え
や

す
い
物
を
放
置
せ
ず
、
整
理
整
頓
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
防
犯
灯
を
設
置
す
る
な
ど
し
、
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ト
ー
ブ

　

ス
ト
ー
ブ
に
布
団
な
ど
が
接
触
す
る
こ
と
よ
る
火
災
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
は
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
幸
手
消
防
署
☎（
42
）９
１
１
９

問合せ　税務課☎（43)1111 内線 4402
　　　　　　　　　　　　　　　　　（43)1125


